






























































と語られるように、既に「方違へ所」にと中将の君が用意してい 、と物語は〈三条の小家〉を設定する。そこで浮上する はやはり、常陸介家の財力であろう。たとえ、 「小さき家」 あっても都の中心地 る三
条に小家を「設けたりけり」であるのだから。その財力という設定があったからこそ、物語は〈三条の小家〉から浮舟の物語を大きく動かすことができるのである。
とは言え、この財力ゆえに、それが目当ての左近少将の動向によって、













君が「曹司曹司にある物ども召し出でて使ひたまへ」 言うように幾つか部屋 あるようだ。そして宿直人という存在を用意するには、そ ための部屋も必要になる。それは、 「小さき 」という概念では収まりき
－21－
ない。 「小さき家」という語りは、語り手が上流貴族側に存在しており、その蔑視的な視座が働きかけたものであろう。では物語が語る不用心な〈三条の小家〉の風景を見てみよう。





棲み処が固定された場所ではない〈旅の宿〉＝東国を纏った〈三条の小家〉であった。そこに浮舟と〈三条の小家〉の関係性が見いだせるのではなかろうか。 〈三条の小家〉は、 「忌違ふ」 （東屋
86）というように「物


























というように、 「忌違ふ」 「あやしき小家」であった。薫は弁の尼に、 「さらば、その心やすからん所に、消息したまへ」 （東屋
86）と言う。ここで
用い れるのが、浮舟と母・中将の君との手紙の り取り 出て来 言説と同じく 「心やすからん」であるこ に注意したい。この言葉は、薫
－22－























































る〈心やすき所〉とは薫にとっ 、 「気の置けない所」なのである。薫は「気の置けない所」＝〈三条の小家〉で、長い間私の胸に溜まりに溜まったこの想いを申し上げよう 思うと言う。この問いかけは、妻問いの形式であり、既に催馬楽「東屋」の核心の世界ば導入されているであろう。
それに対応すべき浮舟は、 「君は苦しげに思ひてゐたまへれば」 （東屋90）というように困惑するばかりで言葉がない。薫の来訪により、浮舟






上げし いまま帰され のか 常陸介の邸（に居る中将の君）に伝えましょう、すぐ近くなのだから」と言うが 弁の尼は、これを諫める。このようにして薫の〈三条 小家〉へ 来訪譚は始まる。
ここで「雨すこしうちそそくに」という物語の言説に注意したい。催











はずもないと言う。さらに薫は思慮深い方なので浮舟の意向を無視すること ないとも述べる。つまり、 〈夜這 の時間〉に、浮舟の意向＝拒否を語るのであるが、それは表面上の弁の尼の言葉であり、彼女もそれを理解した上での言動と行動であった。物語はそ ように設定する。だからこそ、催馬楽「東屋」の持つ意味合いを が活用することによって弁の尼の言説の裏側に 男女の仲を、言わずもがな示すことが きたのである。 こに、 〈三条の小家〉の意味を見 だせるのでは かろ か。




























































催馬楽の世界にあった女の謡いかけの世界にある、 〈鎹〉 〈錠〉 〈鎖す〉という言葉であろう。それは薫が〈三条の小家〉へと車で入った後に宿直人が、ぶっそうだから「御門鎖してよ」という言説からも伺えるであろう。ただし においては、 「その殿戸
　
我鎖さめ」であったが、浮舟










































































というように、後朝の別れには少し早いものであった。その廃院において夕顔は、六条御息所の生霊に殺されるわけ あるが、そこで〈鶏〉が再度描かれる。 「からうじて鶏の声 るかに聞こゆ に…」 （夕顔
169）と
先の鶏が鳴 ない夜明け前の時間から夜明けを示す。鶏の鳴き声は時間の推移を表現すると共に 夕顔 死と並行して二人の夜の帳 の濃厚な時間さえも読み取れ であろう。それが〈鶏〉という鍵語であり、鳴く／鳴かないという表現が催馬楽 鶏鳴」を連想させる。そして、 〈鶏〉と後朝の別れが死別と繋 って ること なる。
東屋巻に戻ろう。夜明け前の大路での風景に出て来る商人たちの姿で















































る。藤原氏が言うように、催馬楽の謡 方の自由さや柔軟性こそが、 『源氏物語』や、他の物語にも引用の容易さが ったかと思われる。催馬楽の流行は、 のような自由な発想が活かされた こそあり得たであろう。それは、物語に組み込まれた時に、更なる自由な物語を紡ぎ出すことにもなり得る。
この『河海抄』の引用テクストを鑑みれば、この東屋巻における薫の




か。ほぼ声も無き浮舟という存在であるが、催馬楽「東屋」を効果的に物語が使う事によって、 〈三条の小家〉に隠された女体が露わになるのである。 〈三条の小家〉においては、肉体的契りが、語り手が推測する二人の会話の影で営まれている。それは催馬楽「東屋」によりシンボライズされることにより、物語 おい 秘された空間の行為を連想させる。
浮舟と〈三条の小家〉は先述したように、 『源氏物語』第一部の世界に

























植田恭代「 「東屋」と浮舟の物語」 （ 『源氏物語の宮廷文化
―
後
宮・雅楽・物語世界』笠間書院
	 二〇〇九。初出一九八九）
（
3）		
小嶋菜温子「源典侍と光源氏」 （ 『源氏物語批評』有精堂
	 一九九
五）は、催馬楽 神楽歌の引用によって猥雑な磁場が在 と読む。
（
4）		
たとえば、 「蓬生」巻において、末摘花 荒れ果てた邸を形容する
際に催馬楽「東屋」の引用がある。雨の情景と光源氏の訪問、それは男女のエロスよりも荒れ果てた常陸の宮邸を際立たせる。常陸の宮邸 、東国・常陸の地名でもあっ 。東国がシンボライズされているのである。
	
	
	
	
	 雨そそきも、なほ秋の時雨めきてうちそそけば、惟光「御かささぶらふ。げに木の下露は、 にまさりて」と聞こゆ。
	
	
	
（蓬生
348
－
349）
（
5）		
諸岡重明「薫の宇治の御堂造営
―
連鎖する愛のもつれと罪」 （ 『物
語研究』第六号
	 二〇〇六・３）
（
6）		
諸岡重明「藤壺の御堂造営
―
罪とエロスの三条宮」 （ 『物語研究』
第九号
	 二〇〇九・３）や、諸岡重明「光源氏の〈老い〉のエロスと
〈死〉
―
嵯峨の御堂造営のゆくえ／ 〈罪〉の系譜へ」 （室伏信助監修、
上原作和編『人物で読む源氏物語
	 光源氏Ⅱ』勉誠出版
	 二〇〇五）
（
7）		
注
6の諸岡重明論考。
（
8）		
催馬楽「東屋」の引用は、 『新編日本古典文学全集
　
神楽歌
　
催馬
楽
　
梁塵秘抄
　
閑吟集』 （小学館）に拠る。
（
9）		
鈴木日出男「宮廷歌謡の形成」 （ 古代和歌史論』東京大学出版会
	
一九九〇）
－29－
（
10）		
三田村雅子「方法としての〈香〉
―
移り香の宇治十帖へ
―
」
（ 『源氏物語
　
感覚の論理』有精堂
	 一九九六）や、 「濡れる身体の宇
治
―
水の感覚・水の風景
―
」 （ 『源氏研究』第２号
　
翰林書房
	 一
九九七） 。注
5の諸岡重明論考。
（
11）		
注
2の植田恭代論考。
（
12）		
注
5の諸岡重明論考。
（
13）		
注
8の訳注による。
（
14）		 『岷江入楚』の引用は、 『源氏物語古注集成
　
第
14巻
　
岷江入楚
　
第
四巻』 （おうふう）に拠った。
（
15）		 『河海抄』の引用は、玉上卓彌編『紫明抄・河海抄』 （角川書店）によった。傍線は引用者による。
（
16）		
藤原茂樹「催馬楽楽譜の内と外
―
鍋島本『催馬楽』考および催
馬楽の基礎研究における歌詞の異同の取り扱いについて
―
」 （藤原
茂樹編『催馬楽 』笠間書院
	 二〇一一）
（
17）		
諸岡重明「 『源氏物語』三条論序説
―
紅葉賀巻の藤壺の三条宮を
中心に」 （物語研究会編『 「記憶」の創生〈物語〉１９７１
－ ２０１
１』翰林書房
	 二〇一二）
（もろおかしげあき
　
日本学研究所研究員）
